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小麦の流通の概要

○ 小麦は需要量の約９割を外国から輸入。国内産小麦は民間流通により取引されており、国内産小麦では量的

又は質的に満たせない需要分について、政府が国家貿易により外国産小麦を計画的に輸入し、需要者に売り渡

しているところ。

○ また、米とは異なり、最終的にパンや麺として消費するため、各種の加工工程を経て流通。

○ 小麦は、主に製粉企業が製粉して小麦粉にし、その小麦粉を原料として二次加工メーカーがパン・麺・菓子

等を製造。

注：流通量は過去５年（H28～R2年度）の平均数量である。

小麦の流通の現状（食糧用）
（単位：万トン）
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小麦の買付け、売渡しの流れ（一般輸入方式）

製粉会社
等からの
買受申込
み

※輸入港、銘
柄、数量等

国が取り
まとめ

国による指
名競争入
札
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送、国への
引渡しを行う
商社を選定

買入委託
契約の締
結

（国⇔商社）

商社による買付け、輸送、国への引渡し

輸 出 国

輸出港エレベーター

船積み

本 船

海上輸送

日本

輸入港サイロ

通
関

国は検査に
合格した小麦
を買入れ

同日、国は製
粉企業等に
販売

※販売の見積も
り合わせを実施

製粉企業等は、買入れ後、

2.3ヶ月備蓄

７月

（時期は例）

荷揚げ
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現行の輸入小麦の政府売渡制度

○ 輸入小麦の政府売渡価格は、輸入価格（過去の一定期間における輸入価格の平均値）に、マークアップ
（政府管理経費及び国内産小麦の生産振興対策に充当）を上乗せした価格。

○ 国際相場の変動の影響を緩和するため、価格改定は年２回とするとともに、直近６か月間の平均買付価格
をベースに算定。

○ 政府売渡価格改定ルール ○ 政府売渡価格の構成

輸
入
価
格

売
渡
価
格

主に以下の水準が
影響

①小麦の買付代金

②海上運賃

※為替により変動

マークアップ

（輸 入 差 益）

港 湾 諸 経 費

買 付 価 格

項 目 基本的なルール

価格改定 現在年２回（４月期、１０月期）

買付価格算定期間 直近６か月間
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輸入小麦の政府売渡価格の推移

＊政府売渡価格

令和３年４月期 令和３年10月期

51,930円／トン ＋5.5％ → 61,820円／トン ＋19.0％

（参考）

過去高かった政府売渡価格： 76,030円／トン（H20.10）、 69,120円／トン（H20.４）、 64,750円／トン（H21.４）、 60,070円／トン（H27.４）

過去高かった引上げ率： ＋30％（H20.４）、 ＋18％（H23.４）、 ＋10％（H19.10、H20.10）、 ＋9.7％（H25.4）

政府売渡価格（５銘柄加重平均）

H20.4

69,120円

H20.10

76,030円

H21.4

64,750円

年月

H22.４
47,160円

Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19 Ｈ23

H23.4
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H23.10
57,720円

Ｈ24

H24.4
48,780円

Ｈ25
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50,130円
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Ｈ26

+30%

+10%

+18% +2%

▲15%

+3%

+9.7%
+4.1%

+1%

▲5%

▲23%

▲14.8%

注：平成25年10月期以前は、消費税5%込みの価格であり、平成26年４月期以降は、消費税8%込みの価格である。

H26.4
58,590円

+2.3%

▲0.4%
H26.10

58,330円

+3.0%

令和3年10月期

Ｈ27

▲5.7%

H27.4

60,070円

Ｈ28

H27.10
56,640円

▲7.1%
H28.4

52,610円
▲7.9%

Ｈ29

H28.10
48,470円

+4.6%

+3.6%H29.4
50,690円

+3.5%

Ｈ30

H29.10
52,510円

H30.4
54,370円

+2.2%

Ｈ31

H30.10
55,560円

▲8.7%

R2

▲1.7%

R元.10
49,890円

+3.1%

R1

円/ﾄﾝ（税込み）

R2.4
51,420円

▲4.3%

61,820円
(＋19.0%)

R2.10
49,210円

H19.10
53,270円

R3

H21.10
49,820円

H31.4
54,630円

H25.10
57,260円

H22.10
47,860円

R3.4
51,930円

+5.5%

10年平均 53,690円/トン

H19.4
48,430円

+10%
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						政府売渡価格 セイフウリワタシカカク						基準価格 キジュンカカク

				5銘柄 メイガラ		標準売価 ヒョウジュンバイアタイ		連動制 レンドウセイ

				買付価格 カイツケカカク		18.2-19.3		4月期 ガツキ		10月期 ガツキ		4月期基準 ガツキキジュン		10月期基準 ガツキキジュン

		18.4		28,897		47,820

		5		28,625		47,820

		6		28,650		47,820

		7		30,029		47,820

		8		29,526		47,820

		9		30,234		47,820

		10		32,686		47,820

		11		33,228		47,820

		12		34,030		47,820								36,261

		1		34,398		47,820								36,261		平成19年 ヘイセイネン

		2		35,061		47,820								36,261

		3		35,212		47,820								36,261

		4		35,801				48,430						36,261

		5		36,077				48,430						36,261

		6		39,687				48,430				54,719		36,261

		7		41,528				48,430				54,719		36,261

		8		42,548				48,430				54,719

		9		50,237				48,430				54,719

		10		59,654				53,270		53,270		54,719
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		1		66,834				53,270		53,270		54,719		65,874		平成20年 ヘイセイネン

		2		75,766				53,270		53,270				65,874

		3		82,571				53,270		53,270				65,874

		4		63,086				69,120						65,874
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		6		32,548				64,750

		7		28,839				64,750
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		2		27,747				49,820		49,820

		3		28,257				49,820		49,820

		4		29,276				47,163

		5		28,098				47,163

		6		27,288				47,163

		7		27,302				47,163

		8		32,450				47,163

		9		35,713				47,163

		10		34,089				47,860		47,860

		11		36,561				47,860		47,860

		12		39,540				47,860		47,860

		1		39,283				47,860		47,860						平成23年 ヘイセイネン

		2		42,308				47,860		47,860

		3		39,916				47,860		47,860

		4		41,266				56,710

		5		42,390				56,710

		6		39,823				56,710

		7		35,048				56,710

		8		33,290				56,710

		9		32,987				56,710

		10		30,638				57,720		57,720

		11		30,079				57,720		57,720

		12		28,618				57,720		57,720

		1		28,458				57,720		57,720

		2		30,454				57,720		57,720

		3		32,026				57,720		57,720

		4		31,542				48,780

		5		29,533				48,780

		6		28,703				48,780

		7		33,116				48,780

		8		35,444				48,780

		9		34,664				48,780

		10		34,533				50,130		50,130

		11		35,831				50,130		50,130

		12		36,716				50,130		50,130

		1						50,130		50,130

		2						50,130		50,130

		3						50,130		50,130

		4						54,990
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ドル／ブッシェル

大豆

小麦

とうもろこし

12.8ドル/bu
（Ｈ20.2.27 過去最高値）

9.43ドル/bu
（Ｈ24.7.20)

注：１bu（ブッシェル）＝（大豆、小麦：27.2㎏、とうもろこし：25.4㎏）

8.86ドル/bu
（Ｈ23.2.9)

令和３年４月期算定期間
平均6.1ドル/bu

令和３年10月期算定期間

平均6.8ドル/bu

○ 令和３年10月期の算定期間におけるシカゴ商品取引所の小麦相場は、前期の算定期間と比較し平均

で１割程度上昇。

穀物の国際価格（シカゴ相場）の推移

世界全体における小麦の需給動向
（資料：米国農務省「穀物等需給報告（2021/22）」令和３年８月12日公表）

・生 産 量：777百万トン（対前年度比 0.1%増）

：EU、ウクライナ、英国、アルゼンチン等で増加、ロシ
ア、カナダ、米国、豪州で減少

・消 費 量：787百万トン（ 〃 0.2%増）

：EU、英国等で増加、ロシア、中国等で減少

・期末在庫率：35.5％（対前年度差1.3ポイント減）

5



400

450

500

550

600

650

700

750

800

R3.3.1 R3.4.1 R3.5.1 R3.6.1 R3.7.1 R3.8.1

231 

459 

0

100

200

300

400

500

2020年１～５月 2021年１～５月

小麦の国際価格上昇の要因①
（飼料需要など中国等の旺盛な需要）

○ とうもろこし価格の高騰により、小麦との価格差が近接又は逆転したことで、飼料用小麦への需要
が拡大

○ 特に中国は、本年１月以降、小麦の買入れを拡大

小麦ととうもろこしの国際価格（シカゴ相場）の推移
中国の穀物輸入の推移

中国の小麦輸入量の変化

万トン

資料：中国海関統計より作成

資料：米国農務省「PS&D」より作成

約２倍

価格が逆転又は近接
とうもろこし

小麦

USセント/ブッシェル

注：１bu（ブッシェル）＝（小麦：27.2㎏、とうもろこし：25.4㎏）
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小麦の国際価格上昇の要因②
（米国、カナダ産地における高温乾燥の影響）

ノースダコタ州モンタナ州

ハード・レッド・スプリングの
作柄悪化

米国農務省：[The U.S. Drought Monitor」
より農林水産省作成

○ 米国の中西部北部、北西部の産地においては、高温乾燥により６月頃から作柄が悪化

○ カナダにおいても南部を中心に高温乾燥により６月頃から作柄が悪化
ブリティッシュ・コロンビア州リットンでは熱波による山火事で橋が焼失するなど貨物鉄道の輸送に影響（現在は運行再開済み）

資料：米国農務省「World Agricultural Supply and Demand Estimates 」より作成

ハード・レッド・スプリング
→日本は「ダーク・ノーザン・スプリング」※1を輸入
※１ ハード・レッド・スプリングの細分の一つ（暗色で堅いガラ

ス質の穀粒が75％以上）

［パン、中華麺用］ ４～５月：播種→８～９月：収穫

ソフト・ホワイト
→日本は「ウェスタン・ホワイト」※2を輸入
※2 ソフト・ホワイトにクラブ小麦を20％以上ブレンド

［製菓用］ ９～10月：播種→７～８月：収穫

ウェスタン・レッド・スプリング
→日本は主に同銘柄のうち最上位の１等（通称１CW）を
購入

［パン用］４～５月：播種→８～９月：収穫

ミネソタ州

ワシントン州

アイダホ州

米国：８月24日

オレゴン州

2019/20
（見込み）

2020/21
（推定 ）

2021/22
(予想)

8/12発表 8/12発表
ハード・レッド・スプリング 520 530 305

ホワイト 273 302 214

米国の銘柄別の小麦生産量

カナダ：７月31日

ウェスタン・レッド・スプリング
の作柄悪化

マニトバ州

アルバータ州

サスカチュアン州
サウスダコタ州

カナダ政府[Canadian Drought Monitor」より農林水産省作成

カナダ産春小麦の生育状況
2021年７月26日

Excellent： 0%
Good      ：16%

サスカチュアン州

資料：サスカチュアン州「Crop Report」より作成

前年同時期（2020年７月27日）
Excellent：20%
Good      ：64%

ブリティッシュ・
コロンビア州

ソフト・ホワイトの作柄悪化
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海上運賃の動向

注：２万トン級のフレート（ＷＯＲＬＤ ＭＡＲＩＴＩＭＥ ＡＮＡＬＹＳＩＳより）

○ 海上運賃は、太平洋エリアで航行する船舶数が少ない中で、穀物、石炭等の輸送が回復基調であった

こと、コンテナ船が新型コロナウイルスの影響で不足する中、一部コンテナ輸送分が小型バルク船に

置き換わったこと等による船不足に伴い上昇し、令和３年10月期の算定期間では平均81ドル/トンに上

昇。

令和３年４月期算定期間
平均50ドル/トン

令和３年10月期算定期間
平均81ドル/トン
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円／米ドル

注：対米ドル 直物為替ＴＴＳ（Telegraphic Transfer Selling Rate ：対顧客電信売）

令和３年４月期算定期間
平均106円

令和３年10月期算定期間
平均111円

（その他の要因）

○ 為替は、 令和３年10月期の算定期間においては円安傾向で推移したことから、平均111円／ドル。

為替の動向
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麦価が「＋19.0％」の場合の物価・家計への影響

(参考)
小麦関連製品の小売価格に占める原料小麦代金の割合

○ 今回（令和３年10月期）の小麦の政府売渡価
格の改定が消費者物価指数に与える影響

＋０．０１６％ 程度

※ 小麦粉製品に占める小麦の価格のみに着目し、当該価格が全て
今回の政府売渡価格の改定を反映していることを前提として試算。

・ 食 パ ン ７％

・ うどん（外食） １％

・ 中華そば（外食） １％

・ ゆでうどん ７％

・ 即席麺（カップ麺） ２％

・ 小麦粉（家庭用薄力粉） 26％

○ 小麦粉製品への影響額（試算）

（※１ 小売価格) （※２ 改定による影響額（試算）)

食パン 174円/１斤→＋ 2.3円/１斤（＋1.3％）

うどん（外食） 694円/１杯→＋ 1.4円/１杯（＋0.2％）

中華そば（外食） 544円/１杯→＋ 1.0円/１杯（＋0.2％）

小麦粉（家庭用薄力粉）268円/１kg→＋14.1円/１kg（＋5.3％）

※１：小売価格は、総務省「小売物価統計調査」（東京都区部、令和３年７月）による。
※２：小麦粉製品ごとの原料小麦代金の割合、原料小麦の価格改定率により試算。
※３：食パン１斤は400ｇとして試算。
※４：小麦粉製品に占める小麦の価格のみに着目し、当該価格が全て今回の政府売渡価

格の改定を反映していることを前提として試算。

○ 製粉企業の小麦粉価格の改定時期

原料小麦の政府売渡価格の改定に伴い、製粉企業が
小麦粉価格を改定するのは、各事業者の在庫状況にも
よるが、過去の例では約３か月後。

○ パンや麺等の小麦粉関連製品の小売価格に占める原料小麦代金の割合は１％から小麦粉でも26％程

度のため、今回の政府売渡価格の改定がこれらの小売価格に与える影響は、食パンは1.3％（１斤当た

り２円程度）増、中華そば（外食）は0.2％（１杯当たり１円程度）増、小麦粉は5.3％（１kg当たり14

円程度）増程度。
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外国産小麦の
銘柄

カナダ産ウェスタン・
レッド・スプリング

（１ＣＷ）

アメリカ産ダーク・
ノーザン・スプリング

（ＤＮＳ）

アメリカ産ハード・
レッド・ウィンター

（ＨＲＷ）

オーストラリア産
スタンダ－ド・ホワイト

（ＡＳＷ）

アメリカ産ウェスタン・
ホワイト（ＷＷ）

輸入数量
488万トン

144万トン 90万トン 85万トン 75万トン 67万トン

小麦粉の種類 強力粉 準強力粉 中力粉 薄力粉

主な用途

食パン 中華麺
ギョウザの皮

うどん カステラ、ケ－キ
和菓子、天ぷら粉

ビスケット

たんぱく質の
含有量

11.5～13.0％ 10.5～12.5％ 7.5～10.5％ 6.5～9.0％

小麦の種類と用途

○ 原料として使用される小麦の種類は、小麦粉の種類・用途に応じて異なっているところ。

○ 小麦粉の種類は、たんぱく質の量によって、強力粉（パン用）、準強力粉（中華麺用）、中力粉

（うどん用）、薄力粉（菓子用）に分類。

注１：輸入数量及び国内産小麦流通量は、過去５年（H28～R2年度）の平均数量である。
注２：輸入数量は、５銘柄以外の銘柄（デュラム小麦等）28万トンを含む。
注３：国内産小麦流通量は、集荷団体からの聞き取り数量である。

用途 パン用品種 中華麺用品種 日本麺用品種等

国内産小麦流通量
82万トン

12.5万トン(15.2％)

北海道産ゆめちから (5.9万トン)
北海道産春よ恋（3.6万トン）

福岡県産ちくしＷ２号【ラー麦】
(0.8万トン)

69.0万トン(83.7％)

北海道産きたほなみ（44.3万トン）
香川県産さぬきの夢2009 (0.6万トン)

0.9万トン(1.1％)

（参考）
R2年度流通量
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国内産麦の生産振興対策

国内産麦販売価格

一般会計からの繰入

売渡価格

麦
生
産
農
家
収
入

国内産麦生産振興原資

政府管理経費(※)

輸入価格

※ 輸入麦の備蓄等に要する経費。

マークアップと関税の違い

○ 一般的に輸入する際に課される関税と異なり、マークアップ（輸入差益）は国家貿易によって輸入する麦を国（農林
水産省）が製粉企業等に売り渡す際に徴収するもの。

○ 徴収したマークアップは国内産麦の生産振興及び輸入麦の売買を行うために必要な政府管理経費（※）のみに充当。

○輸入麦のマークアップ（輸入差益）及び使途（食糧管理勘定のイメージ図）

マークアップ
（輸入差益）

12



490

398

558

389
429

310

433444

352

512

340

407

309
361

0

100

200

300

400

500

600

全国 都府県 北海道 関東・東山 東海 近畿 九州

R01 R02

434 422

324

276

353

410
386 401

471

369

427

361

490

444

372

410

322
285

317
293

311
288 299

280

313 318

386 371

332 331
297

257
222

280
305

272
287

295
290

225

315 315

356 370

257 250 267
245

293 276

217 200
256 258

351
324

180

230

280

330

380

430

480

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R01 R02

小麦 二条大麦 六条大麦 はだか麦

【小麦】 【大麦・はだか麦】

○ 小麦、大麦・はだか麦の単収の推移

（単位：kg／10a)

資料：作物統計

○ 麦については、湿害等に起因する低収量といった課題が顕在化している地域もあり、作付面積は横ばい傾向。

○ 一方、収穫期の降雨等の天候の影響により単収の振れが大きく、収穫量は不安定。

○ 主な地域の小麦の単収（R01年産及びR02年産）

（単位：kg／10a)

麦の作付面積及び生産量の推移
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38%
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生うどん（チルド） 生冷やし中華（チルド）

２００９年
２０１３年
２０１５年

○ 生うどん及び生冷やし中華市場における上位１０製品のうち国産小麦使用の 表示のある 商品数と売上高シェア

【商品数】

出展：農林水産政策研究所 研究成果報告資料 （「主産地毎にみた近年の国内産小麦に対する需要の変化と需要拡大に向けた新たな動き」（吉田行郷総括上席研究官））
注 ：日経メディアマーケティング社による首都圏スーパーマーケットにおけるＰＯＳデータの集計値

○ 国内産小麦を使った商品等の取り組み事例

【売上高】
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生うどん（チルド） 生冷やし中華（チルド）

２００９年
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国内産小麦については、加工適性等に優れた優良な新品種の導入・普及が進んだことや、消費者の国産志向の高まりを受
けて、国内産小麦を使った商品の開発や原料を国内産小麦に切り替える事例が増えつつあり、国内産麦に対する実需ニーズ
の高まりが見られる。

・全国展開の飲食店において、餃子と麺類に使用し
ている小麦粉を100％国内産へ切り替え（平成
26年から全て切り替え）。

・国内産小麦「ゆめちから」や「きたほなみ」を使
用した食パンや菓子パン等の商品を販売。

○ 国内産小麦100％使用の食パン販売額の推移

出典：国内産麦の需要に応じた生産に向けた今後の対応方向（農林水産政策研究所 吉田行郷総括上席研究官）

近年の国内産小麦に対する実需ニーズの高まりについて
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＜事業の内容＞ ＜事業 イ メ ー ジ＞
１．麦・大豆等水田農業の生産体制強化
水田麦・大豆産地生産性向上事業 2,632（100）百万円
団地化の推進と営農技術の新規導入により、生産性の向上や環境に配慮した営

農に向けて技術の新規導入を図る先進的な麦・大豆産地の取組に対し、ソフト・ハード
両面から支援します。
２．需要に応える供給の実現と国産使用拡大
① 麦・大豆保管施設整備事業 1,000（ー）百万円
国産麦・大豆の安定供給に向けた保管施設の整備や、保管施設の整備と一体的に

行う処理加工施設の整備を支援します。
② 麦類供給円滑化推進事業 265（ー）百万円

国産麦の供給を円滑化するための一時保管を通じた安定供給体制の構築を支援
します。

③ 麦・大豆利用拡大推進事業 103（ー）百万円
国産麦・大豆の利用拡大に向け、商品開発、マッチング等を支援します。

＜対策のポイント＞
麦・大豆の需要を捉えた生産の推進により国産シェアを拡大するため、作付の団地化と営農技術の導入等による産地の生産体制の強化・生産の効率化
を支援します。あわせて、作柄変動の大きい国産の供給力を安定させるため、民間保管施設の整備や一時保管により安定供給体制を確立します。
＜事業目標＞ ［平成30年度→令和12年度まで］
○ 小麦生産量の増加（76万トン→108万トン） ○ 大麦・はだか麦生産量の増加（17万トン→23万トン）
○ 大豆生産量の増加（21万トン→34万トン）

【令和４年度予算概算要求額 4,000（100）百万円】

１．麦・大豆等水田農業の生産体制強化
団地化の推進

団地化推進に向けた話合い等
の必要経費を支援（定額）

営農技術の導入や畑
地化に向けた栽培実
証を支援（定額）

生産性向上に必要
な施設・機械導入等
を支援（1/2以内）

営農技術の導入
・畑地化実証支援

２．需要に応える供給の実現と国産使用拡大
麦・大豆の安定供給

保管施設の整備に向けた支援
（1/2以内）

国産麦・大豆の商品開発等を支援
（定額、1/2以内）

施設整備・機械導
入

麦・大豆の利用拡大

大麦
粉

［お問い合わせ先］（１、２①③（大豆）の事業）農産局穀物課 （03-6744-2108）
（２②③（麦）の事業） 貿易業務課（03-6744-9531）

国

都道府県 生産者団体等
定額、1/2以内

＜事業の流れ＞
交付、1/2以内

1/2以内

民間団体等

（１の事業）

定額、1/2以内
（２①の事業）

民間団体等
定額、1/2以内補助

（２③の事業）

（２②の事業）

麦・大豆収益性・生産性向上プロジェクト
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